
月日

項目

検査

活動・安静度

食事

清潔

排泄

この経過表は入院から退院までのおおよその経過をお知らせするものです。
諸所の理由で経過通りにいかない場合もありますことをご了承ください。

宮崎大学医学部附属病院

・手術担当医師から術後の説明があります・手術前日までに手術担当医師、麻酔科医師か
ら説明があります。説明を受け了承されたら、
同意書にサインをしていただきます。同意書は
看護師へお渡し下さい
・手術当日のご両親の来院時間について医師ま
たは看護師から説明があります

・体拭きを行います

・医師の指示のもと授乳を行います

術後１日目以降～１ヶ月手術前日

・呼吸の状態が落ち着いてきたら気管内のチューブを抜き
ます
・点眼はレボフロキサシン、サンベタゾール、サンドールP
の全てが終わるまで続きます
・全身の状態に応じて内服薬の投与を再開します

・術後の経過を見て必要時医師より説明がありますが、ご
不明な点はいつでもご相談ください

・採血、レントゲン撮影を行います
・眼科の診察があります
・体重を測ります

患者様及び
ご家族への説明

栄養指導　服薬指導

達成目標

治療・薬剤
(点滴・内服・処置

・リハビリ）

・帰室後は呼吸を補助するために人工呼吸
器を使用することがあります
・眼にガーゼを当てて帰ってきます
・レボフロキサシン、サンベタゾール、サ
ンドールPを手術当日の22時より1日3回（4
時、13時、22時）で点眼を開始します
・痛み止めを使用し、疼痛緩和を図ります

・心拍や呼吸状態を調べるモニターが付いてい
ます
・治療のため点滴をします

　

・指定の来院時間までに当院へお越し
下さい
・ご両親は赤ちゃんと医師、看護師と
ともに手術室へ行き、手術室の看護師
と赤ちゃんの名前の確認をして頂きま
す
・手術中は総合周産期母子医療セン
ター内の面談室または、4階エレベー
ター前のデイルームでお待ちいただき
ます。その場を離れる際には、看護師
へお知らせ下さい。また、いつでも連
絡が取れる状態にしておいて下さい

・バイタルサインが安定している
・感染兆候がない

・体温の調節や処置のために保育器で過ごしま
す

・状態に合わせて体拭きもしくは沐浴を行います

患者氏名 主治医：

・全身の状態に応じて授乳を再開します
・全身の状態を見ながら量を増やしていきます

      ・体拭きを行います

・授乳を中止します
・ 　　 ・栄養のため点滴を行います

・おむつを交換します

／

当日（　　術後　　）

・バイタルサインが安定している
・感染徴候がない

・眼科の検査が術後1日目と週に1～2回行われます
・ルセンティス注入術後は3日後、1週後、2週後、3週後、4
週後に尿蛋白を確認します

受け持ち看護師：

／

・ルセンティス注入術後は、尿蛋白を確認
します（レーザー治療の場合はしません）
・採血を行います

・バイタルサインが安定している
・合併症なく経過できる

・医師の許可が出たら赤ちゃん用ベッドに移ります

未熟児網膜症の手術を受けられる赤ちゃんのご家族へ

当日（　　術前　　）

　／　～　／

・内服薬の投与は中止します
・全身麻酔のため、手術中は気管内に
チューブを挿入し呼吸の補助を行いま
す

／　　～　　／


